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+1葉 葉鞘か らN+3葉 葉身までに強い生育阻害が認められた(第1表)。 しかしなが ら、接種
第1表 いもち病菌接種葉(N)及 び接種葉以降に出葉 した上位葉(N+1-N+5)
の葉身と葉鞘の生育阻害程度






でのイネの葉長を経時的に測定 した結果、生育陶害を受けるN+1葉 葉鞘 とN+2葉 葉身及びN
+2葉葉鞘とN+3葉 葉身はそれぞれ健全イネの同一葉部位に比べて生育阻害が起 こる前に生育
が促進 されていた(第1図)。 一方、 イネーイネいもち病菌間が非親和性関係であるとき親和性
関係で認め られたようなN+1葉 葉鞘からN+3葉 葉身までの強い生育阻害や葉生育開始の促進
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接種後 日数(日)「 』「 ・r穣種 後日数(日)
第4図 いもち病菌接種後 のN+2葉 葉 身の"・
リグニン化染色部位の経時的変化
'
1:接 種区 ・H:対 照区
:サフ ラ三 ンro染 色部位'
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を行った。生育阻害葉では接種後2日 目からサフラニンーoに よる リグニン染色を受けない未成
熟細胞部位が健全葉に比べて増加 したが、4日 目以降には急激に減少 し始め、7日 目には全葉が
リグニ ン化された成熟細胞となることを認めた く第4図)。 また、生育阻害を受けたN+2葉 葉
身の表面構造は・中央部で気孔分化の著 しい乱れが認められた。この時の葉身表面における表皮
長短細胞と気孔の大きさ及び葉先端から基部までの1細 胞列での各々の総数は、表皮細胞と気孔
の大きさが生育阻害葉で健全葉に比べてわずかに短 いのに対 して表皮細胞数 と気孔数はともに健
全葉に比べて約半数に減少 していた(第4表)。 これらの観察か らズリコ ミ症による葉阻害は、
葉伸長に関与する細胞分裂組織の細胞分裂期に生 じていると結論 した。
第4表 生育阻害葉(N+2)葉 身表面の表皮細胞と気孔の大きさと総数




















































で も葉の生育阻害程度は認められた(第5表)。 オーキシン処理においても、ジベレリ・ン処理 と





































































た。これ らの知見から、ズ リコミ症 状発現にはホルモン様物質の関与が想定されるが、既知のホ





論 文 審 査 の 要 旨
イネいもち病はイネの最も重要な疾病である。イネいもち病の病徴は,感染部位に褐色病斑が
形成 される局部病徴 と,生育抑制に よるズ リコミ症と呼ばれる全身病徴 とがある。本研究はズ リ
コミ症の基本 となる葉伸長抑制の発現機構について検討 した。本病徴はイネに対するいもち病菌
の寄生性が親和性であ り,感染葉に拡大型の進展病斑を生ずるときに発生する。褐点型の抵抗性
病斑を形成する不親和性反応では発症 しない。親和性菌をN葉 に接種するとN+1葉 葉鞘からN
+3葉葉身までに強い生育阻害が認められた。接種時にすでに生育が完了 していたN葉 葉身 ・葉
梢及びN+1葉 葉身は影響されず,N+3葉 葉梢以降の葉位では徐々に生育阻害は認められな く
なる。すなわち生育抑制は感染葉の病斑形成時に伸長期にある葉および葉梢であること,そ して
葉伸長に直接関与する葉基部分裂組織の細胞分裂抑制によって生ずることを明らかにした。 しか
しこの細胞分裂抑制前にはむ しろ葉生育が促進 される時期のあることを確認 した。イネ以外のシ
コクビエ,アワ,キ ビ,メヒシバ等にも固有のいもち病菌属が感染 し,親和性病斑の形成が認め
られ るが,これらの植物ではズ リコミ症は発現 しなか った。すなわちズ リコミ症はイネ固有の現
象であることが明らかとなった。ズ リコミ症の葉において生育抑制が起こる前に生育促進がある
ことから,植物ホルモン様物質の関与が予想 された。そこでジベ リソ及びオーキシン処理による
影響を検討 した。 しか しいずれもズ リコミ症発現に影響は認められなかった。従ってこれら植物
ホルモンが本症に主体的に関わっているとは考えられない。また生育抑制とエチ レンとの関係に
ついても検討 したが,有 意性は認められなかった。
以上のように本研究は,イ ネのいもち病におけるズ リコ ミ症発現について検討 し,病斑形成時
における葉基部分裂組織が影響を受けることによって起こることを明らかにした。またこの現象
に関与する物質としてはジベ リンやサイ トカイニン等の植物ホルモンやエチ レンでは説明出来な
いこと,イネ固有の葉伸長をもたらす分裂組織に影響するシグナルの存在を示唆した。 これらの
知見はズリコミ症発症の機構解明に手がか りを与えるものであ り,審査員一同は本研究が博士
(農学)の 学位を授与するに値する業績であると判定 した。
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